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市政の重要課題について議会で質問しました！

定森ひかるプロフィール
1986年名古屋市生まれ、高校生の時に北海道へ自転車旅行／2009年北海道大学農学部卒業・名古屋の岡谷鋼

機(株)入社／2012年 NPO法人ささしまサポートセンター入職／2016年 NPO法人北海道NPOサポートセンター

入職／2023年大島かおる市議の後継として初挑戦して当選

高齢者共同生活館ほしの里（発寒）の運営、西区で保護司としても活動

趣味は登山・道内旅行・歴史・読書。絶景をみるのが大好き。愛知県半田市出身の妻と二人暮らし。

2022年度の決算について審議をする「決算特別委員会」にて

様々な分野について質問をしました。そのうちの一つが子ども

支援です。子どもの居場所や子どもの貧困対策に対する市の姿

勢を問い、市からは多様な子どもの居場所を拡大したい旨の答

弁があるなど、積極的な姿勢を引き出しました。災害対策・気

候変動対策における市民やNPO等との連携についても前向き

な答弁がありました。

第3回定例会（9/20～10/31）、第4回定例会（11/29～12/12）が行われ、市民の皆さんから頂いた声

をもとに市政の重要課題について質問および提案をしました。

財政市民委員会にて「再犯防止推進計画」「第4期市民まちづくり活動促進基本計画」の2つの行政

計画についてそれぞれ質問をしました。前者は、保護司等の更生保護に関わる方々からも要望のあっ

た新しい計画です。犯罪をした方も支援を必要とする市民であり、必要に応じて福祉・雇用など部署

間の横の連携が重要だと訴えました。後者は、職員を雇用して事業を行うNPOへの支援や行政とまち

づくり団体との連携の必要性について市の考えを質し、市民まちづくり推進について提案しました。

こども支援/災害支援/気候変動対策など質問！（第3回定例会）

行政計画とは？ 施策の方向性やそれを実現するための具体的な方法・手段を示すものとなります。福祉、
まちづくり、経済観光など各分野の行政計画があり、 5年、10年など計画期間はそれぞれ異なります。

再犯防止推進計画／市民まちづくり活動促進基本計画を問う！（第4回定例会）



地域でも様々な活動中しています
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〒063-0804 札幌市西区二十四軒4条7丁目5－14 2F

📞 011－621－3027 📩 info@h-sadamori.com

冬でも子どもたちが楽しめる機会をつくろうと企画をしました。な

かなか体験することがなくなった餅つき（石臼と木の杵）をたくさん

の子ども達が体験しました。射的・さかなつり・型抜き・輪投げなど

の縁日も大盛り上がり。参加した親子から子育てに関する悩みや市政

に関するご意見をお聞きすることもできました。

12/2 子どももちつき会＆おたのしみ縁日 サポーター募集中！

活動報告やイベント等の

案内を定期発信します

HP・SNSもご登録

ください！
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11/4市政懇談会を初開催 ウェルネス（健康）について

定森ひかるの市政報告として、本市における「健康」「医

療」に関する政策の重要性について報告。具体的には、第３回

定例議会で審議をした２０２２年度の決算では、１兆２３００

億円の決算額のうち約５０００億円が「保健福祉」に関する支

出であること、アクションプラン2023（案）ではウェルネス

（健康）が3つの重要概念の一つの柱であることなどを報告し

ました。
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報告③

ウェルネス（健康）と札幌市政

「命を守るための血圧の話」中村雅則医師（市立札幌病院副院長）

中村医師から血圧に関する講演として、ウェルネス（健

康）の重要性についてお話がありました。喫煙・肥満・塩

分・飲酒・運動不足・ストレス等が主な血圧が上がる要因と

して考えられること、血圧が高い状態を放置する動脈を傷つ

け、動脈硬化を起こしやすくなるなどの危険性があるという

こと、予防という観点から病院でできることには限りがある

こと、などを分かりやすくお話頂きました。講演後には、参

加者との活発な意見交換を行いました。
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